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表１ 平成 31年度全国学力・学習状況調査 

（国語）「読むこと」領域の正答率  

表２ 平成 31年度全国学力・学習状況調査 

（国語）記述式問題の無解答率 

１ 研究主題 

   

 

 

 

２ 研究主題設定の理由 

(1) 教育の動向から 

情報化やグローバル化が急速に進む昨今，社会はめまぐるしく変化している。今後も人工知能や科

学技術が発達し，誰も予想できない未来が創られていくであろう。そのような社会を生き抜く力を，

子供たちに付けさせることが学校の役割であり，我々教師の責務である。 

また，学習指導要領の改定に伴い，国語科では「言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通

して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力」を育成することを目指し，その資質・能力は

「知識及び技能」，「思考力，技術力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で整理さ

れた。学習内容の改善・充実（① 語彙指導の改善・充実 ② 情報の扱い方に関する指導の改善・

充実 ③ 学習過程の明確化，「考えの形成」の重視 ④ 我が国の言語文化に関する指導の改善・

充実），学習の系統性の重視，授業改善のための言語活動の創意工夫，読書指導の改善・充実が掲げ

られ，更なる授業改善が求められている。 

(2) 本校の学校教育目標，生徒の実態から 

本校は，「社会を生き抜く確かな学力と豊かな心を持つ，たくましい生徒を育成する」の学校教育

目標の下，「自主・敬愛・錬磨」の校訓を掲げている。「自ら学ぶとともに考え意思を表現できる生徒」

「自他を思い人間性豊かな生徒」「心身を鍛えたくましく生きる生徒」を「目指す生徒像」とし，知・

徳・体のバランスのとれた生徒の育成を目指している。 

これまで本校では，｢『主体的・対話的で深い学び』を目指した授業の創造｣をテーマに掲げ実践研

究に取り組んできたが，全国学力・学習状況調査や鹿児島学習定着度調査の結果や生徒の姿などか

ら，以下のような課題が明らかになった。 

ア 全国学力・学習状況調査の国語の結果から，表１のように，「読むこと」の領域における正答率

が低い。また，記述式問題の無解答率が，表２のように県や全国に比べて大幅に高い。 

 

 

 

領域 本校 県 全国 

全体 66.0％ 70.0％ 72.8％ 

「読む

こと」 
58.5％ 68.8％ 72.2％ 

出題の趣旨 本校 県 全国 

文章に表れているものの見

方や考え方について，自分の

考え方をもつ 
2.4％ 1.6％ 1.7％ 

話合いの話題や方向を捉え

て自分の考えをもつ 
17.1％ 9.5％ 8.9％ 

伝えたい事柄について根拠

を明確にして書く 
14.6％ 7.5％ 7.9％ 

社会を生き抜く確かな学力を育成する授業の創造 

～国語科における思考力・判断力・表現力等の育成を目指した指導法の工夫～ 
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イ 鹿児島学習定着度調査の国語の結果から，表３のように思考力・判断力・表現力等の育成に大き

な課題がある。小問ごとの分析を行うと，問われていることを的確に読み取って解答する問いや，

文章や図・グラフなどの情報を正しく捉える問いに課題があった。 

 

 本校 県 県との差 

中
１ 

基礎・基本 78.2％ 82.8％ -4.6％ 

思考・表現 57.4％ 72.6％ -15.2％ 

中
２ 

基礎・基本 80.7％ 78.1％ +2.6％ 

思考・表現 50.6％ 66.4％ -15.8％ 

 

ウ 全国学力・学習状況調査の生徒質問紙調査結果から，図１のように国語科の授業内容を日常に生

かしたり，論理的に記述しようとしたりする意識が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 令和元年度 鹿児島学習定着度調査（国語）の結果 

本校 

本校    

本校 

本校 

図１ 平成 31年度全国学力・学習状況調査生徒質問紙回答結果 
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以上の課題を踏まえ，本校の生徒に「社会を生き抜く確かな学力」を身に付けさせるため，国語科に

おける「思考力・判断力・表現力等」の育成が急務であった。そこで，学習指導要領で掲げられたこと

を軸に，学習指導法の改善・充実に取り組むこととした。 

   

３ 研究の実際 

(1) 思考過程を振り返らせる手立てを講じた授業実践 

全国学力・学習状況調査結果から，本校の生徒は，「読むこと」領域に大きな課題があることが分

かった。そして，その背景には，文章を読む際に，印を付け，思考過程を整理することが徹底されて

いなかったため，自分の答えの根拠が不明確であったり，短時間で内容を把握することが難しかった

りすることが分かった。 

ア 授業アイディア例を参考にした授業実践 

そこで，国立教育政策研究所教育課程研究センターが作成 

   している「平成 30 年度全国学力・学習状況調査の結果を踏 

   まえた授業アイディア例」を参考に，文章の解釈を中心に据 

えた授業実践を令和２年（10月）に３年生の２クラス（合計 

45 人）で行った。「答えにたどり着くまでの過程」を意識化 

させる取組であり，各自で問題に取り組むときに，手掛かり 

になる箇所に印を付け，その後，図２のように「着目した段 

落とその理由」や「他に，どのような内容や言葉に着目した 

か」をお互いに説明し合わせた。答えにたどり着くまでの過 

程を説明し合うことで，自分たちの解答がなぜ異なっている 

のか，思考過程のどこで差異が出たのかを確認し，正解にた 

どり着くまでのポイントを明確化させた。 

図３は令和２年度の全国学力・学習状況調査の結果と，上 

記の授業実践を２単位時間行ったあと，令和２年度全国学力･ 

学習状況調査の大問２説明的な文章の設問に再度取り組ま 

せた際の結果を比較したものである。文章の中心的な部分と 

付加的な部分とを読み分け，内容を捉えることができるかど 

うか(設問一）,文章の展開に即して内容を捉えることができ 

るかどうか(設問三)，文章の内容を捉え，書き手の考えを理 

解しているかどうか（設問四）をみた。７月時点で正答率の 

低かった設問一と設問四で大きく正答率が向上した。 

生徒への聞き取りの結果，接続する語句やキーワードを意 

識して読むことで，筋道立てて読むことが可能になったと感 

じていることが分かった。文章の解釈に必要な，接続する語 

句に対する意識が高まったこと，各段落の役割をつかみやす 

くなったことが要因であると思われる。 

    

 

図２ 授業実践の様子と 

ワークシート 

78.6

71.4

90.1

58.5

73.2

65.9

0 50 100

設問四

設問三

設問一
７月 実践後

図３ 実践前後の正答率比較 
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イ 教科書の学習材での授業実践の一部（「モアイは語る」光村図書２年） 

過

程 
主な学習活動 

時間 

形態 

(分) 
指導上の留意点（〇）・評価（◆） 

導 

 

 

 

入 

１ 前時までの学習を振り返り，本時の流

れを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

一斉 

〇 本時の流れを把握させるために，単元の流

れのプリントを確認させる。 

〇 同じ問いや似た問いの人を把握させるため

に，「私の問い」の一覧を配付し，みんなが立

てた問いを確認させる。 

〇 本文の構成や論理の展開，表現の効果の特

徴を捉えるために，既習の説明的な文章「クマ

ゼミ増加の原因を探る」の構成や論理の展開，

表現の効果と比較させる。  

 

〇 思考過程を明らかにするために，学習課題

解決の際には，答えとなる手掛かり，キーワー

ド，段落の関係を示す接続語などに印や線を

引かせる。 

 

展 

 

 

 

開 

２ 学習課題の解決に取り組み，ノートに

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 印や線を引いたところ，自分の考えを

お互いに説明し合う。対話を通して，学習

課題の解決を進める。 

 

 

 

 

 

 

。 

 

 

 

 

 

４ 学習課題について，まとめたことを全

体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

１０ 

個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

一斉 

 

 

 

 

 

〇 学習課題の解決に取り組ませるために，教

科書を読ませる。 

〇 あとで説明ができるように，印や線を引か

せ，答えを導いた過程を残させる。 

〇 自分の考えに深まりをもたせるために，印

や線を引いたところから，どのように解決に

至ったのか説明させる。 

〇 解決に向かわせるために，机間指導をしな

がら，ポイントに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 学習課題に対する答えを確認させるため

に，発表させる。 

 

 

 

 

 

本単元では，本文の内容を捉え，自分の
意見をもつ学習をします。 

本文における意見と根拠の結び付きや
論理の展開，表現の効果に着目し，筆者の
意見から自分にできることを考えます。 

＜学習課題＞ 

文章の構成や論理の展開，表現の効果
はどのようになっているだろうか。 

【対話の例】 
・「私は，〇ページ〇行目の叙述から…と考えた。」 
・「キーワードは〇〇だから，〜だと思う。」 
・「大きく３つに分けると，〜。」 
・「ここの部分が，主張の根拠になっている。」 
・表現の効果として，自分の意見を述べる際に，「〜
である」などの断定的な表現を用いている。 

序論で４つの問いが示され，本論で答
えを述べ，結論でそこから導いた主張を
述べている。 
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終 

 

末 

５ ポストテストを行う。 

 

 

６ 学習課題の解決内容を踏まえて，「私の

問い」についても解決し，まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 「私の問い」の解決したことを発表す

る。 

 

 

 

 

 

８ 本時の学習を振り返る。 

 

 

９ 次の予告をする。 

２ 

個 

 

５ 

個 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

一斉 

 

 

 

 

 

７ 

一斉 

〇 学習の理解度を確認するために，本文の構

成に関するポストテストに取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 解決内容を共有させるために，ロイロノー

トで自分のノートの写真を撮り，問いについ

ての解決内容について発表させる。 

 

◆ 学習課題や私の問いの解決の中で，既習の

説明的な文章と比較しながら，文章の構成や

論理の展開，表現の効果について考えている。 

〇 本時の学習を振り返らせるために，振り返

りシートを活用し，分かったことやもっと知

りたいことなどについてまとめさせる。 

〇 次時の見通しをもたせるために，筆者の主

張と挙げられた根拠を捉えることを確認させ

る。 

 

本時の学習課題や学習材ごとに立てる「私の問い」を解決するために，手掛かりになる箇所に印

を付けながら読み，その後，「着目した段落とその理由」「他に，どのような内容や言葉に着目した

か」を互いに説明し合う。説明的な文章においては，「目的意識をもって，線や印を付けながら読

むことで，文章の解釈に取り組みやすくなる。」という生徒の感想もあり，「過程を明らかにするこ

と」を繰り返し実践していくことは有効な手立てであると考えた。 

(2) 自己の考えを表現する場を設定した授業実践 

本校国語科の課題として，記述式問題の無解答率が高いことが挙げられる。まずは，記述への抵抗

感を減らすために，図４に示す例のように，生徒が単元を通じて身に付けたことを発揮し，主体的に

自己の考えを表現する場を設定し，継続して行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４  自己の考えを表現する実践例と，生徒の記述例 

【想定される「私の問い」】 
・ 筆者の主張はなぜ説得力があるのか。 
・ イースター島の事例はなぜ必要だったのか。 
・ 筆者は主張の根拠として何を挙げているか。 
・ イースター島と地球の未来はどう結び付いて

いるのか。 

【想定される「私の問い」の答え】 
・ イースター島を具体例とし，その共通点から地

球の未来を語ることで，筆者の主張に説得力が
生まれている。 

・ モアイに関する４つの問いの答えが筆者の主
張の根拠となっており，分かりやすい。 

・ 結論では本論のまとめではなく，そこから考え
る筆者の主張が書かれており，題名とつながっ
ている。 



6 
 

(3) 解答類型を伴う評価問題の作成と活用 

全国学力・学習状況調査の解答類型とその作成の趣旨を参考にしながら，定期テストの一部問題で

解答類型を作成し，指導に活用した。生徒にどのような「思考力・判断力・表現力等」を身に付けさ

せるのかという指導目標を明確化し，予想されるつまずきや，それに対する手立てを系統的に考える

ことができる。 

また，生徒の到達状況をもとに意図的     

なグループ編成に役立て，前述の「過程     

を明らかにすること」を更に充実させた。 

右の図５は，「玄関扉（三省堂１年）」  

を扱った際の解答類型である。新学習指 

導領〔思考力，判断力，表現力等〕の 

「Ｃ 読むこと 第一学年 ア 文章 

の中心的な部分と付加的な部分，事実と 

意見との関係などについて叙述を基に 

捉え，要旨を把握すること」について， 

段落をまたいで内容が把握できている 

かを問い，解答類型を用いて細かく分析 

することで，今までは漠然としていたそ 

の後の手立てを明確にすることができた。 

(4) 語彙の力を高める取組 

令和２年度から，語彙の力を高めるた

めの取組として，図６のように「コラム学習」を行っている。地方紙のコラムを週末に配布し，言葉

の意味調べと，調べた言葉を使った短文作りに週末課題として取り組み，月曜日朝活動の 10分間で

要約を行っている。 

語彙の力を高めるには，身に付いた語彙が

日常生活の中に活かされていくことが大切だ

と考え，各種行事等の感想記入や，授業の振

り返り，日記の記述などに，「コラム学習」で

身に付けた語彙を活かすよう指導してきた。

図７は，コラム学習で学んだ語句の言い回し

が，日記や他の教科の記述に活かされた例で

ある。今後は，語彙の力の高まりをどのよう

にして見取るか，また，学年に応じた適切な

語彙を，教師側がどのように判断し，身に付

けさせていくかが課題である。 

 

 

 

図５ 解答類型の例 

図６ コラム学習での生徒の取組 
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令和３年度 平成 31 年度 

図８ 全国学力・学習状況調査「読むこと」領域の正答率の変化 

令和３年度 平成 31 年度 

令和３年度 

図９ 全国学力・学習状況調査記述式問題の無解答率の変化 

 

 

 

 

 

４ 研究の成果と課題 

(1) 全国学力・学習状況調査国語の結果比較から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【成果】 

全国学力・学習状況調査国語の「読むこと」領域の本校の通過率は，平成 31 年度に 48.6％で，

県や全国の値と比べ 10％以上低かったが，図８のように，令和３年度は県，全国ともに上回った。

また，平成 31年度は全ての記述式問題（問題数３）で，本校生徒の無解答率が県，全国を上回っ

ていたが，令和３年度は，図９のように，１問以外は県，全国を下回った。 

【課題】 

   「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」領域の通過率が，県や全国の平均と比べて約

10％低かった。「コラム学習」の在り方を含め，語彙の力を伸ばすための指導について，継続して

改善する必要がある。 

 

(2) 生徒質問紙調査から 

領域 本校 全国 全国との差 

全体 66.0％ 72.8％  -6.8％ 

「読む 

こと」 
58.5％ 72.2％ -13.7％ 

領域 本校 全国 全国との差 

全体 63.0％ 64.6％ -1.6％ 

「読む 

こと」 
48.6％ 48.5％ +0.1％ 

出題の趣旨 本校 全国 全国との差 

文章に表れてい

るものの見方や考

え方について，自分

の考えをもつ 

2.4％ 1.7％ +0.7％ 

話合いの話題や

方向を捉えて自分

の考えをもつ 
17.1％ 8.9％ +8.2％ 

伝えたい事柄に

ついて，根拠を明確

にして書く 
14.6％ 7.9％ +6.7％ 

出題の趣旨 本校 全国 全国との差 

話合いの話題や方

向を捉えて，話す内

容を考える 
2.7％ 3.4％ -0.7％ 

書いた文章を互い

に読み合い，文章の

構成の工夫を考える 
5.4％ 8.5％ -3.1％ 

文章に表れている

ものの見方や考え方

を捉え，自分の考え

をもつ 

18.9％ 24.1％ -5.2％ 

伝えたい事柄が相

手に効果的に伝わる

ように書く 
13.5％ 9.7％ +3.8％ 

図７ コラム学習で身に付けた語彙が活かされた例 
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令和３年９月に，全校生徒を対象に本研究に関する質問紙調査（４件法・自由記述含む）を行った。 

１ 国語の授業で，文章や資料を読むとき目的に応じて必要な語や文を見付けたり，文章や段落同士の関係 

を考えたりしながら読んでいますか。 

学年 当てはまる 
どちらかといえば

当てはまる 

どちらかといえば

当てはまらない 
当てはまらない 

３年 44.4％ 42.7％ 11.1％ 2.8％ 

２年 25.8％ 51.6％ 15.6％ 9.7％ 

１年 25.6％ 33.3％ 33.3％ 7.7％ 

     

２ コラム学習で学んだ言葉や表現などを日常に活かしていますか。 

学年 当てはまる 
どちらかといえば

当てはまる 

どちらかといえば

当てはまらない 
当てはまらない 

３年 5.6％ 50.0％ 36.1％ 8.3％ 

２年 3.2％ 38.8％ 41.9％ 19.4％ 

１年 令和３年度１学期までコラムの転写のみだったため，調査対象外 

 

３ 「文章題の解き方」の共通実践は，問題を解く上で効果的だと感じますか。 

学年 当てはまる 
どちらかといえば

当てはまる 

どちらかといえば

当てはまらない 
当てはまらない 

３年 72.2％ 25.0％ 2.7％ 0.0％ 

２年 54.9％ 42.9％ 6.4％ 0.0％ 

１年 38.4％ 48.8％ 12.9％ 0.0％ 

   注） 「文章題の解き方」の共通実践…国語科で取り組む思考過程を振り返らせる手立てを講じ

た授業実践を他教科でも同様に行うようにした。 

【成果】 

   ○ 国語科の授業では，概ね，目的に応じて読むことができている。 

   ○ ３年生では，コラム学習で学んだ言葉や表現などを日常に活かせている。 

   ○ 「文章題の解き方」の共通実践は，約９割の生徒が，効果を実感していることが分かる。 

【課題】 

△ １・２年生では目的に応じて読むように，今後も丁寧な指導を心掛ける必要がある。 

△ コラム学習で学んだ言葉や表現などを日常に活かすように，教科の枠を越えた指導をより充実

させていく必要がある。 

△ 「文章題の解き方」の共通実践（思考過程を振り返らせる実践）は１，２年生の自由記述の中

に，「線を引くことで解く時間が足りなくなる」といった意見もあり，「慣れさせる」ための継続

した指導や，個に応じた指導が必要である。 

 

５ 研究のまとめ 

令和２年４月に本校に赴任して以降，課題を整理・分析しながら研究を行ってきた。２年間の研究の

中で，子供たちの姿や調査などの数値でよい変化が現れたことを嬉しく思う。私が国語科の授業を通し

て目指すのは，国語科の学習にとどまらず，他教科の学習や日常生活の中で学びが活かされることであ

る。子供たちの「社会を生き抜く確かな学力」を育成するために，今後も思考力・判断力・表現力等の

育成を目指した指導法の工夫・改善により一層取り組んでいきたい。 


